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温 故 創 新
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
い
よ
い
よ
１0
月
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
つ
制
度
と
し
て
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
迅
速
・
公
平
・
公
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
と
す
る
未
来
に

向
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
事
務
手
続
き
簡
素
化

や
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

１0
月
５
日
の
住
所
情
報
等
に
も
と
づ
き
個
人
・
法
人
に
付
番
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
１１
月
頃
皆
さ
ん
に
届
き
ま
す
。
個
人
番
号

は
個
人
に
唯
一
無
二
で
、
今
後
重
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
可
能
に
す
る
未
来
像
を
少
し
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

確
定
申
告
は
、
税
務
当
局
や
市
役
所
か
ら
個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
に
、
前
年
分
所
得
と
源
泉
徴
収
等
の
情
報
が
送
信
さ
れ
、
内
容
に
誤

り
が
な
け
れ
ば
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
申
告
は
完
了
。
実

に
簡
単
で
す
。
こ
れ
は
既
に
番
号
制
度
を
活
用
し
て
い
る
国
の
例
で
す
。

　

災
害
や
遭
難
等
の
際
、
遭
難
者
の
既
往
病
歴
等
の
情
報
に
基
づ
き
、
そ
の

人
に
必
要
な
薬
品
と
専
門
医
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
び
、
救
急
医
療
提
供
。

こ
れ
も
大
切
な
対
応
で
、
こ
れ
を
実
行
し
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
等
情
報
を
自
身
で
確
認
で
き
た
り
、
子
育
て
支
援
情
報
等
を
適
宜

メ
ー
ル
で
受
信
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

情
報
管
理
に
も
最
高
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
個
人
情
報
を
誰
が
い
つ
見
た
か
も
確
認
で
き
、
不
正
な
ら
す
ぐ
に
訴

え
が
で
き
る
態
勢
も
整
え
る
な
ど
の
安
全
対
策
も
完
備
さ
れ
ま
す
。

　

ま
さ
に
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
す
る
社
会
基
盤
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
申
請
が
大
切
で
す
。
引
き
続
き
説
明
会
や
広

報
を
行
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、

　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
発
進　

市
長
　
横
尾
　
俊
彦

　
教
員
と
し
て
の
高

い
専
門
性
に
裏
付
け

ら
れ
た
実
践
的
指
導

力
が
あ
り
、
児
童
生

徒
の
た
め
に
優
れ
た

教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
教
員
を
佐
賀
県
教
育

委
員
会
は
、「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
と
し

て
認
証
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
２5
人
の
「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」

の
一
人
で
理
科
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
と
し
て
、
西
渓
校
小
学
部
で
３
年
生
の
担
任

を
務
め
る
本も

と

村む
ら

信ま
こ
と

教
諭
に
、
小
中
一
貫
校
で
の

理
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
教
育
実
践
に

つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
学
校
教
育
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
の
意

義
と
成
果
は
？

Ａ
．
学
習
指
導
要
領
の
中
に
「
情
報
活
用
の
実

践
力
」「
情
報
の
科
学
的
な
理
解
」「
情
報
社
会
に

参
画
す
る
態
度
」
と
い
う
３
つ
の
観
点
が
重
要

で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀
県
も
先
進

的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
学
校
で
は
、
見
る
こ
と
が
難
し
い
月
の
動
き

や
、
昆
虫
の
羽
化
の
様
子
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
画
像
や
動
画
を
電
子
黒
板
に
映
し
て
児

童
に
興
味
を
持
た
せ
、
意
識
を
集
中
さ
せ
て
い

ま
す
。

Ｑ
．「
理
科
ば
な
れ
」の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

Ａ
．
学
力
状
況
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、
小
学

生
は
好
き
と
回
答
し
て
お
り
、
嫌
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
学
生
に
な
る
と
内

容
が
多
岐
に
な
り
、
机
上
の
授
業
が
中
心
と
な

る
こ
と
で
嫌
う
傾
向
が
出
て
き
ま
す
。
小
中
い

ず
れ
も
「
観
察
や
実
験
の
結
果
を
分
析
し
、
説

明
す
る
力
」
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
授
業
づ
く
り
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
３
年
生
は
、
理
科
の
最
初
の
導
入
学
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
や
種
か
ら
ヒ
マ
ワ
リ

を
育
て
る
な
ど
「
本
物
」
を
重
視
し
た
実
験
や

観
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
に
は
で
き
る
だ

け
直
接
体
験
さ
せ
、「
不
思
議
だ
な
」
と
思
う
事

象
の
提
示
の
工
夫
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
抱
負
は
？

Ａ
．楽
し
い
授
業
の
実
践
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
「
本
物
」
を
使
う
こ
と
が
難
し
い
場
面
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
電
子
黒
板
の
画
像
や

動
画
で
授
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
実
験
・
体

験
が
で
き
る
教
科
が
理
科
で
あ
り
、
実
践
内
容

を
授
業
研
究
会
等
を
通
じ
他

の
教
師
に
伝
え
る
こ
と
も
自

分
の
使
命
と
思
い
ま
す
。
小
中

教
員
の
乗
り
入
れ
授
業
な
ど

小
中
一
貫
教
育
を
活
か
し
て
、

こ
れ
ら
の
実
践
が
中
学
段
階

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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月
の
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例
教
育
委
員
会
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日
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～
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２
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傍
聴
で
き
ま
す
）

■
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教
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